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Ⅰ　論文

グローバルランゲージスペースの過去・現在・未来
−課外国際共修と内なる国際化−

畝田谷 桂子

キーワード：課外国際共修、内なる国際化、グローバルランゲージスペース、
　　　　　　グロスペ外国語、グローバル人材育成郷中教育

概要
　本稿では、全学生を対象に課外国際共修を含む活動を行っているグローバルランゲージスペー
スの目的、設置後９年間の活動取組について紹介・総括し、成果と課題について考察した。多数
の参加学生を得て、グローバルコンピテンス育成に関する事柄への関心を高める機会を広く提供
できたことが成果である。加えて、その活動理念である「内なる国際化」（Internationalization 
at Home）について概説し、課外国際共修の教育的意義を確認した。さらに、正課・課外国際共
修の意義と可能性、「内なる国際化」と大学国際化の関連について確認、考察した。

Ⅰ．はじめに
　鹿児島大学は、教育目標の１つに「グローバルな視野をもち、国際社会の発展に貢献できる実
践的な能力を育む」を掲げている1。これを具現化する一つの方法として、グローバルセンターは

「鹿児島大学進取の精神グローバル人材2育成双方向プログラム（以下 P-SEG Interactive）」を企
画・運営している。P-SEG Interactive は、グローバルセンターが企画実施する様々な国際的な
体験学修とともに、全学の学生が様々な在籍段階で選択できる学内外の国際的な体験学修機会を
入学から卒業（修了）まで段階的にロードマップとして繋いで、学生が継続的かつ双方向の学び
によってグローバル人材へと成長することを目的にしている。グローバルランゲージスペース

（以下、グロスペ）は、この P-SEG Interactive の活動の一つとして、全学生を対象に学習交流
プラザを拠点に実施している課外国際共修を含む活動であり、筆者はグロスペの設置・企画・運
営を担当してきた。
　本稿では、2022年度で９年目を迎えたグロスペについて、その目的、活動の種類について紹介
し、これまでの取組を総括して成果と課題について考察する。また、グロスぺの活動理念である

「内なる国際化」（Internationalization at Home）を概説し、課外国際共修の「内なる国際化」に
おける教育的意義を確認する。さらに、今後に向けて正課・課外国際共修の意義と可能性、及び

「内なる国際化」と大学国際化の推進について考察したい。

Ⅱ．グロスペの設置、目的、活動の種類
１．設置の経緯と活動場所
　グロスペは、2014年度に留学生センター（2016年度グローバルセンターに改組）によって企画・
開始された。改組後のグローバルセンターでは、学生海外派遣部門が企画・運営を担い、外国人
留学生部門から外国人留学生へ活動参加を呼びかける協力を得ている。学習交流プラザ２階東
側の大壁面を海外活動に関する情報掲示用に使用する大学許可を得て3、その近辺を課外国際共修

（グロスペ外国語等）のグループ活動の実施拠点としてきた。多くの学生が気軽に集い、Wi-Fi

1 鹿児島大学ホームページ https://www.kagoshima-u.ac.jp/education/ 教育目標 .pdf
2 狭義に経済発展を支える人的資本ではなく、グローバル社会に必要なコンピテンスを備えた人材を指す。
3 平成25年度第11回学生生活委員会（平成26（2014）年３月10日）了承
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も飲食も可能で様々な学びの形を創出できる学習交流プラザの特徴を最大限に活用していたが、
2020年度からコロナ禍により対面活動をオンラインに変更し、2022年11月現在も、この場所を活
用した活動は休止している。グロスペ外国語等で行う、90分間継続する近距離対話活動（時に飲
食を伴う）が可能になり次第、同プラザでの活動再開が望まれる。

２．目的
　グロスペは、以下の目的4で設置した。
①　グローバルな活動に関する情報を集約・明示し、学びの提供で学生の関心を集める：
　全学の学生を対象に、学内に散逸しているグローバルコンピテンス5育成につながる学内外の
関連情報を集約して掲示・見える化し、関連する多様な形の学びの機会・イベント・サービス等
を日常的に継続して提供し、グローバルな学びに広く学生の関心を集める。
②　文化的多様性の体験：
　教育活動・イベント・サービス等で、国内学生6・外国人留学生・所属学部や在籍段階等、「異
なる者」に個人として出会う体験、人的ネットワークを拡げる機会を提供する。
③　主体的かつ自治的に、協働して学ぶ：
　グローバル社会では日常となる「異なる者」と互いに学び合うメリットを活用する「グローバ
ル人材育成郷中教育7」を目指し、「グローバル人材に求められる能力や資質像」を共に学び考え、

「求められる能力や資質を獲得する方法」について情報を収集し、「能力や資質を獲得する計画」
を立てること、さらに自己の「計画を実現」することに役立てる。また、コミュニケーションに
必要な外国語を練習する場としても、グロスペを役立てる。

３．活動の種類
　これまで行ってきた活動を表１に簡潔に整理し、次章で各活動の総括を行う。

表１　グロスぺの具体的な活動
活動
番号

名称
目的
※ 1

活動内容

参加者・対象者

留学前
国内学生

留学後
国内学生

外国人
留学生

1 グロスペ外国語 ①②③
外国人留学生１名（母語又は英語）と当該言語を希望する国内学生 3-4 名の固定
グループを作り、90 分 / 週 / 学期（10 回以上）外国語学習を核とした学習を行う。

○
人数制限
のため
遠慮頂く

◎※ 2

2
外国語 Speaking 
Lunch Table

①②③
学術交流協定校派遣留学帰国生を核として、留学先の言語や情報を昼食を取りな
がら話す。参加自由で、外国人留学生、留学に興味のある学生が主な対象。少数
の外国人研究者、市民の参加も見られた。

○ ◎ ○

3
伝えよう！私の
海外体験

①②③
学術交流協定校派遣留学帰国生を主とした留学体験報告会。発表後のパワーポイ
ントによる原稿を編集して、大学 HP「伝えよう！鹿大生の海外体験」に掲載して
いる。

○ ◎ ○

4

International 
Quiz Night と日
本伝統芸能の紹
介−日本舞踊−

①②

「International Quiz Night」: 国内学生と外国人留学生の混成グループで競う英
語による雑学クイズ大会。
「日本伝統芸能の紹介−日本舞踊−」:専門家による日本舞踊の英語説明と実演鑑賞、
指導を受けて舞踊体験もする会。

○ ○ ○

5 留学相談 ① グロスペ担当特任専門員、担当教員等による定期開催の個別留学相談。 ○ ※ 3 ※ 3

6
海外活動情報掲
示、提供

①
学習交流プラザ２階東側大壁面における関連情報と海外研修報告ポスターの掲
示。P-SEG 登録者へのメールによる配信、学務 Web を通した配信。

○ ○ ○

7
グローバル人材
への啓発イベン
ト

①②③
「Tea Time with Ms.Varhegyi」: 異文化セミナー講師を囲む茶話会の主催。
「ホンモノ留学のススメ」: トビタテ ! 留学 JAPAN、協定校派遣留学帰国生等によ
る学生自主企画の共催。

○ ○ ○

※ 1「II-2. 目的」の①−③を指す。※ 2  ◎＝当該活動で主導的役割を果たす者。※ 3これらの学生を紹介して繋ぐこともある。

4 グロスペホームページ https://gls.gic.kagoshima-u.ac.jp/concept/
5 本稿では以下の定義を用いる。「グローバルコンピテンスは、多次元に関わる能力である。この能力を備える人
材は、地域や地球全体、異文化間で生じる課題をよく観察して調べ、異なるものの見方や世界観を理解してそれ
らの価値を認め、他者を尊重してうまくコミュニケーションをとり、持続可能性と世界の人々全体の心身の健康
保持に向けて責任ある行動を起こすことができる」（OECD 2019, p.4）（筆者訳）
6 本稿では、学生のルーツや文化的背景等の多様化を鑑み、従来の「日本人学生」の表記を「国内学生」に改めた。
7 「薩摩藩では、地域の年齢階梯制の青年の自治的集団による修養教育が行われてきた。この地域の年齢階梯制の
組織による人育てが、郷中教育である。郷中教育は武士の若者組の教育機能をもってきたのである。」（神田2009, 
pp.125-145）
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Ⅲ．各活動の総括
１．グロスペ外国語
⑴　活動のまとめ
　2014年度から現在まで、外国人留学生と国内学生が個として出会い、共に学びながら交流する
機会を提供している。外国人留学生１名に国内学生４名までの学期単位の登録制固定グループ
を作り、授業時限に合わせた１回90分、週１回１学期10－12回、留学生の母語と文化（または
運用可能な言語）の学習や運用を核とした活動を組織した（コロナ禍で2020年度前期休止、以
後 Zoom で活動）。参加者数はコロナ禍前まで増加し、2021年度までに1742名の参加者があった

（表２）。2016－2021年度の学部別参加人数割合は、法文学部が最多の47% を占めている（図１）。
また、言語種別の参加者数割合は、英語が60% 強、続いて韓国語、中国語であった（表３）。そ
の他の言語種は、時々の在籍留学生によって変化する（表４）。コロナ禍前は、独語と仏語が継
続していたが、コロナ禍で新規留学生が途絶え、2020－2021年度はベトナム語とマレー語のみと
なったため、韓国語と中国語の参加者割合が増加した。

表２　参加者数とグループ数

表３　言語種別の参加者数割合

活動の様子

表４　その他の言語種実施学期数

図１　学部別参加人数と割合
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⑵　成果と課題
　グロスペ最大規模の活動で、国内学生、外国人留学生双方の多くに個としての交流と学習機
会を与え、国内学生には正課にない複数の言語と文化の学習機会にもなった。毎学期終了後に
実施しているアンケートでは、「参加してよかった」が常に95% を超えている。外国人留学生が
参加して得たものの主要回答は、「日本人と話すことの慣れ」46.2%8、「日本人学生との友人関係」
43.6%9、他に「異文化を学んだ」「教え方と各学生の異なりの発見」等があり、国内学生は「話す
機会、発音、聞き取り」と「文化」が多く、他に「他学部生、留学生との交流」「授業科目にな
い外国語の学習」「発言への抵抗感の薄れ」「学習動機の向上」等があった。この活動を契機に協
定校に留学し、留学先で帰国外国人留学生と交流する例も複数あり、本活動が表１の目的①②③
に沿って効果を上げていると考えられる。
　課題は、まず、アンケートから学生同士の対等な関係でなく外国語を教える教師と学生の関係
になるグループが見られることで、活動意義と共修の目的を説明する介入がさらに必要なことで
ある。グループ構成が、例えば博士課程留学生と学部低学年の国内学生等であると上記関係にな
りやすいと分析している。また、アンケートの要望から１限を排除し、語学能力を考慮したグル
ープ分けに改善したがばらつきが残ること、コロナ禍収束後に学生数が復活すると運営職員の労
力がさらに必要になることである。

２．外国語 Speaking Lunch Table
⑴　活動のまとめ
　学術交流協定校派遣留学帰国生（以後、派遣留学帰国生）の「派遣先言語を使う機会がない」
という声に対応して、2016年度後期から2019年度まで（2020年度以降コロナ禍で休止中）派遣留学
帰国生をリーダーとして、学習交流プラザで昼食をとりながら誰でも出入り自由に参加できる活動
を企画した（表５）。外国人留学生に呼びかけて当該言語で話したり、当該言語圏の留学に興味の
ある後輩学生への情報提供も目的としたが、少数ながら教員、外国人研究者、市民の参加もあった。
⑵　成果と課題
　活動後のアンケートでは、リーダーとなった全員が取組継続の意義があると回答し、語学力維
持、他学部他学年の学生や留学生との繋がり、特に留学生の悩み相談に乗ったこと等の異文化交
流、留学情報を提供し渡航した後輩が出たことなどの記載があり、目的が達成できたと言える。
すなわち、派遣留学帰国生の語学力維持の要望を現状で可能な方法で満たし、留学前中後の郷中
教育で外国人留学生と後輩につなぐ人的ネットワーク形成ができたこと、彼らが留学にあたって受
けた助けや自己の学びを長い目で他者に還元する‘Pay it forward（恩送り）’を実践を通して自
覚できたこと、少数ながら学生以外の参加者を得たことが成果である。課題は、昼食時に毎回予
測不能な人数が集まるため、昼食をとる他の学生と競合してテーブルの確保が困難なことである。

8 この % は、2017年度後期アンケート回答で計算した。「日本人」の表記は、アンケートの引用による。
9 同上。

活動の様子

表５　参加者数と言語種
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３．「伝えよう！私の海外体験」
⑴　活動のまとめ
　派遣留学帰国生を主とした留学報告会を、海外留学情報周知と留学人脈形成のため、2014年度
後期から2020年度まで（2022年11月現在、コロナ禍の留学延期 / 停止の影響で休止中）平日６限
に一般公開で定期開催した（表６）。各回報告者は2－4名程度とし、報告者と参加者の距離が近
い小さい部屋で情報収集しやすくした。その後発表スライドを「伝えよう！鹿大生の海外体験」
ホームページ10に掲載、公開している。
⑵　成果と課題
　発表は、留学帰国生が留学成果を熟考し、他者にわかりやすく伝える技術を磨く教育的効果が
ある。また、多数の留学帰国生が一堂に会する報告発表会ではなく、各発表者の報告をじっくり
聞けるマラソン形式の小さい会にしたことで、各回参加者は少ないが、利点として留年や就職へ
の影響、必要経費等、気になる情報が報告者に聞きやすく、その場で留学人脈形成が容易だった
ことが挙げられる。一方、課題として、大きい報告発表会と比して、会の認知度が特に教職員に
低いこと、開催が頻繁で全学生向け学務 Web 送信が利用できないため、P-SEG 登録者以外の学
生への開催情報周知に工夫の余地があることである。

10 グローバルセンター学生海外派遣部門ホームページ「伝えよう ! 鹿大生の海外体験」https://report.gic.
kagoshima-u.ac.jp

図２　報告会ポスター

表６　参加者数

図４　ホームページ

図３　報告会予定ポスター
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４．International Quiz Night、日本伝統芸能の紹介－日本舞踊－
４－１．「International Quiz Night」
⑴　活動のまとめ
　国内学生と外国人留学生の接点を設けようと、グロスぺ担当教職員がファシリテートする楽し
いイベントを企画実施した。外国人留学生と国内学生でイベント当日混成グループを作り、グル
ープで回答を相談してグロスペ担当の特任専門員が作成した英語による雑学トピック Quiz に挑
戦する交流イベントを2014年度から2018年度まで年２回実施した（2014年度は年１回）。
⑵　成果と課題
　単発のゲームイベントであっても、授
業とは異なる気軽な雰囲気で国内学生と
外国人留学生が出会う機会、並びにグル
ープ内での協働体験の提供は一定程度果
たせた。課題は、国内学生と外国人留学
生の参加者数のバランスを取ること（５
年間の総参加人数では均衡しているが、
不均衡な回もあった）、また、グロスぺ担
当教員の業務増加（2018年度から大学の
世界展開力強化事業が開始したこと等）
と特任専門員ポストの消滅により、2019年度以降開催できなくなったことである。

４－２.「日本伝統芸能の紹介－日本舞踊－」
⑴　活動のまとめ
　海外体験や留学に興味のある国内学生、外国人留学生を対象に、2014年度から2017年度まで年
１回、鹿児島を拠点として活動する国際文化交流会 TEN11代表の烏野ユリ子氏（吾妻流千光会会
主、吾妻千海）とその門下生による、日本舞踊を通した体験型の日本文化理解の機会を設けた。
日本舞踊の英語による概略説明、実演鑑賞と各演目の英語解説、踊りの体験講習、TEN の理念
と活動の英語紹介からなる。国内学生は、自らに関係のある伝統文化を海外で適切に紹介すると
いう新しい視点で見るきっかけにすること、外国人留学生は、日本舞踊を直接鑑賞し体験するこ
とにより日本の伝統芸能に対する理解を深めることを目的とした。

11 「『真の意味で日本を理解してもらうためには国境を越えた文化の交流が重要なポイント』という理念のもとに、
文化を通じて、全世界と交流を行うことによって、国際相互理解の促進と地域の国際的・文化的発展に寄与する
ために1985年に組織された団体。現在のメンバーは、約160名。陶芸・いけ花・筝曲・茶道・切り絵・空手・染
色・太極拳・書道・日本舞踊などの専門家や愛好家、及びホストファミリーの希望者で構成されている」TEN ホー
ムページ http://www ７b.biglobe.ne.jp/icea-ten853/html/j_what_ten.html）

表７　開催日と参加者数

図５　クイズスライドの実例 グループ対抗戦で回答を考える様子
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⑵　成果と課題
　地域の国際交流団体の活動について直接話を聞く機会、外国人留学生・国内学生ともにあまり
馴染みのない日本舞踊を公演時の舞台衣装と化粧で間近で鑑賞し、指導を受けて実際に踊りを体
験したこと、日本舞踊の概略説明を英語で受けたことは、貴重な体験であった。課題は、烏野ユ
リ子氏の協力は継続して得られる環境にありながら、グロスぺ担当教員の上述の業務増加により
2018年度以降開催できなくなったことである。

図６　案内ポスター

表８　開催日と参加者数

５．留学相談
⑴　活動のまとめ
　2014年度後期から2018年度まで、留学を身近なものとするために海外活動について気軽に何で
も相談できる個別留学相談の場を、活動の見える化も意識して、学習交流プラザのガラス張りの
学習室２で毎週火曜２時間、定期的に開催した。当初は予約不要であったが、相談者の待ち時間
解消のため初回訪問時に予約できる制度にするなど効率化を図った。2016年度は、「グローバル
人材育成郷中教育」としてトビタテ ! 留学 JAPAN や派遣留学帰国生等が複数名相談に加わり、
学生の多く利用する学習交流プラザで、楽しい雰囲気で複数の相談が同時進行できる形になっ
た。2019年度から相談の主担当であった特任専門員ポストが消滅したことから、グロスペ企画に
よる学習交流プラザでの定期開催の留学相談日は終了した。しかし、留学相談は欠かせないため、
その後は完全事前予約制で、国際事業課留学生係（協定校派遣、トビタテ！留学 JAPAN 等の大
学を通して応募する留学情報提供）と学生海外派遣部門教員（その他基本的な情報提供と指導助
言）が対応する体制で継続している。
⑵　成果と課題
　2019年度から、留学帰国生も参加した定期開催の相談の場がなくなったが、留学に興味のある
学生に留学帰国生が積極的に関与してくれる機運ができたことは成果と言える。就活への影響ま
で含め、学生の目線で臨場感のある情報交換ができ、意味のある繋がりである。しかしながら、
2020年年初からのコロナ禍により、そのサイクルが絶たれてしまった。2022年度になって留学帰
国生が７名出たが、留学開始を１学期から１年半延期した影響で帰国後全員が休学し、学内に留
学帰国生がいない状況である（2022年11月現在）。以前のサイクルを維持するため、留学中の学
生とキャンパスを Zoom で繋いだ説明会を実施したり、派遣留学学内選考通過生に卒業（修了）
した留学帰国生を紹介して対応しており、時間がかかるが、これは修復可能な課題といえる。一
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方、学生が対応する相談とは別に、教職員が対応する相談は必須である。留学相談には関連情報
の最新の正確な知識が必要であり、学生の漠とした関心を、適切な情報（または情報ソース）を
提供しつつ自己分析を促しながら導いていく相談は、複数回に及び大変時間がかかる。現状の有
限な人員でどこまで裾野を拡げるのか、すなわち上述の漠とした段階の相談を範囲外とし、目的
が明確な学生のみを対象としたテクニカルな情報提供とするのか、どこまで深く指導するのかを
選択し、制限をかけなければならないことが真の課題である。

図７　案内ポスター

表９　学習交流プラザでの定期留学相談の状況

６．海外活動情報掲示・提供
⑴　活動のまとめ
　コロナ禍前の2019年度までは、学習交流プラザ２階東側の大壁面を海外活動に関する集約的な
情報掲示板として使用し、併せて海外研修報告会で参加学生が作成した研修ごとのまとめ発表ポ
スターも掲示していた。学習交流プラザは昼食を取れるスペースと学習スペースが一体となって
いるため人流も多く、グロスぺの活動拠点としていたことも加えて国際交流に関心のある学生の
集う場所として掲示効果があった。しかしながら、2020年度から現在（2022年11月）まで、近距
離長時間の対話活動の制限から当該掲示板近辺を拠点としていたグロスぺ外国語はオンライン活
動に変更、昼食時の外国語 Speaking Lunch Table は休止状態となって学生が当該の場所に集う
理由がなくなった。人流は、キャンパス全体も学習交流プラザもコロナ禍前と比較して減少し
たままである。国際交流教育に関する情報そのものも減少して旧来型の掲示板の意味は縮小し、
2020年度からは代替方法として、重要な情報のみ Web（P-SEG Interactive 全体の情報周知手段
であるメーリングリストや Facebook、インスタグラム、学務 Web 等）で送信している。
⑵　成果と課題
　グロスぺ活動の周知に当たり、ランドマー
クとして大掲示板に「Welcome to the Global 
Language Space」と掲げ、目に見える活動拠
点を設けた意義は大きく、グロスペの活動拠点
として、また学生の集う場所として機能した。
コロナ禍を経て、その集いの片鱗は無くなっ
ているが、2023年度以降状況が改善され次第、
同プラザでの活動再開と学生の集まりが望ま
れる。情報伝達法は Web へと進化しても、集
いの拠点の見える化は意味が大きく、今後の対
面活動再開に当たって掲示板を存続して活用
を再度軌道に乗せることが課題である。

グローバルランゲージスペース掲示板
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７．グローバル人材への啓発イベント
７－１．「Tea Time with Ms. Varhegyi」
⑴　活動のまとめ
　これは、グロスペ活動番号７（表１）の活動モデルとして、グロスペ設置直前に学習交流プ
ラザでデモイベントとして実施した。留学生センター（当時）がフランスから講師を招いて開
催した「異文化適応ワークショップ」（国内学生、外国人留学生、教職員対象。2014年3/5–7）
の Varhegyi 講師を囲み、ワークショップ参加者を主とした自由な雰囲気の茶話会“Tea Time 
with Ms. Varhegyi”を設け、交流及び情報交換を行った（3/7、参加人数33名：国内学生９名、
外国人留学生８名、教員７名、職員９名）。
⑵　成果と課題
　参加者及び講師との自由な会話を通じ、グローバルを触媒に、異なる人々の出会いを創出して
自然な化学反応を起こす機会とする、という活動モデルを具象化して例示できた。国内学生と外
国人留学生の英語による交流が生まれたほか、外国人教員と国内学生の交流も見られ、外国生活、
留学情報等の情報交換や、特定国に留学を目指す国内学生が、当該国出身教員に情報提供を得る
繋がりもできた。さらに、留学生センタ―（当時）と共通教育外国語部門の英語教員との情報交
換ができ、インフォーマルではあるが、互いの学生を動員する方策について話すことができた。
課題は、このモデル提示後に続けて企画していた構想（Brown Bag Lunch Meeting: 学内の教員
に、気軽に昼食を取りながら専門分野の国際体験について話して頂く企画）が、企画担当教員の
業務増加で全く実現できなかったことである。

７－２．「ホンモノ留学のススメ〜企業が求めるグローバル人材とは〜」
⑴　活動のまとめ
　これは、グロスペの目的「③主体的かつ自治的に、協働して学ぶ」（グローバル人材育成郷中
教育）の初回の具体例である。トビタテ！留学 JAPAN 第２期生が帰国後に再興した海外研究会

（大学公認団体）とグロスペが共催し、複数の派遣留学帰国生も企画に加わった、留学を啓発す
る学生主体の情報提供イベントである（2016年10/24）。グロスペ担当教員は、海外研究会の再興
にあたって副顧問となり12、イベント開催に助言と協力を行った。
⑵　成果と課題
　海外研究会は、鹿児島大学就職支援センター（当時）、かごしま COC センター（当時）とも
協力関係を築き、平成28年度「鹿児島大学進取の精神チャレンジプログラム地方創生部門採択事
業」として、株式会社下堂園の支援を得て、タイにて鹿児島茶を販売する海外インターンシップ
を企画実施し、活発に活動した。課題は、続けて学生主体の企画が出にくい現状である（海外研
究会はコロナ禍を経て現在再び活動停止状態にある）。これらの事業を企画実施する指導力のあ
る学生は継続的に存在しないのが現状で、外国人留学生と国内学生の協働プロジェクト企画も募
集しているが応募はない。教職員の有限な人員環境の中、学生主体企画は毎年度義務と考えるの
ではなく、教員の協力提供を周知し、機会を捉えて必要に応じて助言・支援する待ちの姿勢が、
現実的で可能な関与ではないかと思われる。

12 参考資料　南日本新聞記事
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Ⅳ．活動全体の総括 − 成果と課題、今後の展望
　グロスペの活動の理念と目的（Ⅱ．２．目的）は、設置前から明確であった。理念は「大学国際
化」の世界的な流れに沿うもので、「Ⅵ．『内なる国際化』（Internationalization at Home）にお
ける課外国際共修の意義」で後述する。目的は、鹿児島大学の現状を考えて設定したものである。
この目的を具現化する活動の場が必要であったため、学習交流プラザの使用許可を願い出て大壁
面の使用許可を得て以来、そこをランドマークとして、加除修正がありながら様々な活動（Ⅱ．
３．活動の種類）を行って来た。それぞれの活動の目的は、グロスペ全体の目的を具現化するも
のであり、各活動のまとめ及び成果と課題は、「Ⅲ．各活動の総括」に記載した。
　活動全体の成果として、第一に、提供した多くの課外活動取組を通して、量的に多数の学生の
参加者を得た。当然全ての取組は質的に改善の余地があるが、それを認識した上で、結果として
少数の学生参加に限定される質的に完璧な１つの取組の実施を目指すのではなく、あくまで明確
な目的の下に多くの取組を並走し、多くの学生を巻き込む方針を意図的に選択した結果、裾野を
広げて多数の学生にイベントを通して刺激を与え、グローバルコンピテンス育成につながる事柄
に関心を高める機会が提供できたと言える。質的には、間接評価のアンケートを実施した取組も
あり、良い評価が得られている（Ⅲ . 各活動の総括）。その結果に基づいてグロスペ外国語等で
は改善を行ったが、未だ決して完璧ではない。課外活動として「最良の少数取組を」ではなく、
規模と勢いと楽しさを優先してあえて「できる範囲の改善で多数取組を」の方針を取ったが、質
的改善は、対応可能な範囲で常に継続が必要である。
　活動全体の課題は、教職員の有限な人員環境と各取組の継続性である。当然ながら、実行した
い企画や必要と思う改善が全てできるわけではない。また、数年間行った取組も、後日別の要因
が生じて継続が不可能になった。具体的には、グロスペ設置以来、グロスペ担当職員の削減、コ
ロナ禍等、個別取組の継続を阻む要因が生じた。また、大学の世界展開力強化事業の採択（2018-
2022年度）等、課外活動であるグロスペより優先順位が高い事業が出現し、教職員のエフォート
がそれらに必要となった。このうち、対面活動や実渡航の往来停止などのコロナ禍による影響
は、収束後には活動形態の進化とともに再開できる一時的な課題であり、各取組の継続性の担保
には、やはり有限な人員環境が最大の課題である。
　ゆえに、今後の展望は、理想的ではあるが、グローバルコンピテンス育成における課外国際共
修活動等の意義を認める複数の教職員を探して、協力して運営する形がより良いのではないかと

図８　海外研究会学生が作成したイベントポスター
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考える。まず活動の理念と目的について共通基盤を構築することが必要で、グロスペの理念と目
的をたたき台として、時間がかかって困難であるが、理念と目的について話合い、すり合わせや
修正を行って複数の教職員が共有できれば、それを基に取組の種類や優先順位の決定、既存の別
の取組との協働、協力、有機的な繋がり等が可能になると思われる。その中にアセスメントも範
疇に入れて話合い、課題や方向性に共通理解が生まれれば、正課国際共修でも参照できる有意義
な議論になるのではないだろうか。

Ⅴ．国際共修とオンライン国際協働学習の関連性
　グロスペは、「P-SEG Interactive の活動の一つとして、全学生を対象に学習交流プラザを拠点
に実施している課外国際共修（グロスペ外国語等）を含む活動」と説明した。ここで、改めて「国
際共修」（Intercultural Collaborative Learning）に関して、本学が「大学の世界展開力強化事業
〜 COIL 型教育を活用した米国等との大学間交流形成支援〜」（2018－2022年度）で「オンライ
ン国際協働学習」（Collaborative Online International Learning、以下 COIL）を推進しているこ
とから、「国際共修」と「COIL」両者を比較し、位置付けを整理したい。
　末松（2019 p.ⅲ）は、国際共修を以下のように定義している。

　言語や文化背景の異なる学習者同士が、意味ある交流（meaningful interaction）を通して多
様な考え方を共有・理解・受容し、自己を再解釈する中で新しい価値観を想像する学習体験を
指す。単に同じ教室や活動場所で時間を共にするのではなく、意見交換、グループワーク、プ
ロジェクトなどの協働作業を通して、学習者が互いの物事へのアプローチ（考察・行動力）や
コミュニケーションスタイルから学び合う。この知的交流の意義を振り返るメタ認知活動を、
視野の拡大、異文化理解力の向上、批判的思考力の習得、自己効力感の増大などの自己成長に
つなげる正課内外活動を国際共修とする。

　一方、COIL について池田（2020 p.21, 23）は、ICT ツールを用いて、海外大学と国内大学の
授業がペアを組み、それぞれのクラスの履修学生が混合したバーチャルの国際的な小グループを
形成し、主体的な行動を前提として行うプロジェクト型の学習活動であると説明している。また、
池田の所属する関西大学では、①「Classroom-to-Classroom タイプ」（海外大学の１つの授業と
行う）と、②「Multilateral タイプ」（複数の海外大学と国内大学がカリキュラムを協働設計し、
複数国・地域の学生による混合グループでプロジェクトを行う）に大別され、「Multilateral タ
イプ」の発展型として、多数の海外大学の学生と国内の学生が参加し、１大学が設計するカリキ
ュラムで行う COIL もあるとしている。また、この２つの型を逸脱すると COIL ではない、とい
うことではないと述べているが、現在のところ、
COIL は正課を対象としていると考えられる。
　上述の定義と説明を基に、図９に両者の関係を
整理した。国際共修は、対面 / オンライン、正課
/ 課外も含めた協働学習で、正課のオンラインに
よる協働学習を範疇とする COIL を包含するもの
であると考えられる。
　なお、グロスペの活動（表１）のうち、国際共
修にあてはまるものは、「グロスペ外国語」「外国
語 Speaking Lunch Table」であると考えている。

「グロスペ外国語」は、コロナ禍により現在は同 図９　国際共修と COIL の関係図
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期型オンラインで実施している国内の課外国際共修である。この活動では、正課の国際共修で行
うような意義を振り返るメタ認知活動を（中略）自己成長につなげる」（末松2019 p.ⅲ）ための
積極的な介入は行っていない。介入は最小限に留め、グロスペの目的「③主体的かつ自治的に、
協働して学ぶ」ことを活動を通して体験してもらいたい、特に「課外」としてのゆるやかで「自
治的な」学び、すなわち教職員は「契機」と「助言」を提供し、学生にはファシリテート能力
や、リーダーシップ・フォロワーシップ能力等、臨機応変に体験の観察から自らの力で得るもの
を取っていってほしい、という意図がある。現在コロナ禍で休止中の「外国語 Speaking Lunch 
Table」も、介入を最小限に留めた国内の対面課外国際共修である。活動の中に現在本学に「留
学中」の外国人留学生を混じえ、本学から海外に留学して帰国した学生が自らの「留学前中後」
の変化を後輩に伝えることで、長い期間で自らの成長を他者に還元することができることを意識
化する、自治的な「グローバル人材育成郷中教育」を企図している。
　これら課外国際共修の自治的学びの具体例として、筆者の担当するオンライン正課国際共修科
目の本学と西オーストラリア大学の受講生が、課外で定期的にグループで話す取組を2020年に立
ち上げた（図10）。課外国際共修に、新たな可能性が展開している。

Ⅵ．「内なる国際化」（Internationalization at Home）における課外国際共修の意義
　グロスぺの活動理念は、「内なる国際化」（Internationalization at Home）にある。ここでは「内
なる国際化」を概説し、国際共修の位置づけ、並びに課外国際共修であるグロスぺの活動が「内
なる国際化」を進めるために意味ある活動であることを確認する。
　「内なる国際化」は、欧州国際教育協会（European Association for International Education,
以下 EAIE）Forum1999年春号の「Internationalization at home-theory and praxis」で Nilsson
が提起した問題−移動しない（海外留学等に参加しない）大多数の学生に、いわゆるグローバ
ルコンピテンス13を育成する教育をどのように提供するか等－に端を発する。欧州では、エラス
ムスプログラム開始後10年以上を経ても海外大学で学ぶ学生は10% 以下であるという現状から、
この問題提起は広く関心を集め、同年に EAIE に Special Interest Group が形成され、2000年に

13 定義は P.2 注４参照。原文の意味を解釈して、筆者がこの言葉に換言した。

図10　学生の自治的な学び創出の例（学生が作成した活動説明広報資料）
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「内なる国際化 方針説明書」が刊行された（Crowther et al., 2000）。移動しない学生が大多数を
占める環境は日本を含め欧州以外の国でも同様14で、問題は国際的に共有され、現在多くの教育
機関で様々な方策が実行されている。
　同書では「‘残りの90% の学生’に、キャンパスにいながらどのようにして国際的な世界をも
たらすことができるのか15」について、６名の専門家による様々な見解が示されており、大学を
超えた政府等の法制的な枠組みや大学組織の運営に関する章、教育に関する章などがあるが、そ
の中で「国際共修」は、教育に関して取り得る方策の一つとみなされ、国際共修に関連する以下
のような記述がある。

　外国人留学生との出会いを通した国内キャンパスでの異文化間学習は、自己の文化的背景と
価値観への個人的な感受性を高めることを目的とする。さらに、他の文化への肯定的な態度の
育成や、異文化間コンテクストで効率的かつ適切に振る舞う行動スキルを教えることができ
る。（中略）文化的多様性の実生活での体験は、最も影響力のある学習の型である。（中略）異
文化間の相互学習の手段としての内なる国際化では、文化的多様性は一般的な資源であり、潜
在的に学習を富化するものと考えるべきである（Otten 2000, pp.18-19）。

　また、同書では、マルメ大学の国際化戦略計画を達成する７つの手段の中に、「授業の（負担
ではなく）資源として、地元に移民してきた学生同様、客員研究者、交換留学生を活用する」「仮
想の国際クラスを創るための重要な手段として ICT を活用する」が挙げられている（Nilsson 
2000, p.24）。
　「課外国際共修」の位置付けについては、その後 EAIE は継続して「内なる国際化」を深化
促進する活動をサポートし、現在当該ホームページでは「内なる国際化」を以下のように定義
し16、正課・課外も明確に範疇としている。

　内なる国際化は、『（前略）国内の学習環境にいる学生のための正課・課外カリキュラムに、
国際的で異文化間的な様相を意図的に統合すること（Beelen & Jones,2015）』と定義されてい
る。

　また、同ホームページでは「内なる国際化」の鍵となる10の特徴を列挙しているが、その中
から下記に、正課国際共修に関するもの（２－４番）、課外国際共修に関するもの（１, ３, ４番）
を列挙する（原文の番号とは異なる）。

１．「内なる国際化」は、教育機関全体にわたるインフォーマルな課外カリキュラムでサポー
トされる（学習は正課の授業だけでなく、インフォーマルな活動（異文化間コミュニケーショ
ンワークショップ、学生による外国人留学生サポート（Buddy）プログラム、語学相互（タン
デム）学習、サービスラーニング活動や文化プログラム）が実質的な強みをもたらし、包括的
な国際化達成に助けになる）。
２．「内なる国際化」は、包摂的な学習、教育、アセスメントのために、授業で目的を持った
文化的多様性を用いる（「内なる国際化」は、この観点で学習者志向であり、文化的多様性を

14 派遣留学生数の割合は、日本は全体としては３% 程度である（水松2019, p.53）。2020年までの達成目標は５％
（国立大学協会教育・研究委員会2013, P2）

15 VI 章の直接引用は、全て筆者の訳による。
16 EAIE Homepage https://www.eaie.org/blog/internationalisation-at-home-practice.html
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授業資源として使用することは、多様な文化的背景を持つ国内学生と外国人留学生の経験と知
識を組み入れる方法を探ることを含む）。
３．「内なる国際化」は、地元社会の「異文化」に学生が関与する機会を創る（「内なる国際化」
は、学生に「国際的」と同時に「異文化間的」なものを探すこと、身近なグローバリゼーショ
ン、移民、文化的多様性の影響を認識することを動機づける。正課学習（コミュニティ調査プ
ロジェクトなど）は、サービスラーニング、見学、コミュニティメンバーの授業参加と連携す
るかもしれない）。
４．「内なる国際化」は、外国人留学生との意図的な関与を育成する（正課、課外双方の学習
における教育活動及び学生に課す課題は、多様な背景を持つ学生（国内学生も外国人留学生も）
間の交流と協働を活性化するために立案計画される。外国人留学生が存在するだけで、自然に

「内なる国際化」が成功するというわけではない）。

　筆者は、以上のように「大多数の移動しない学生」に対するグローバルコンピテンス育成の必
要性を説き、身の回りの外国人留学生や地域における多文化要素を教育的資源と捉え、課外国際
共修も教育手法の範疇とする「内なる国際化」の理念に賛同し、その具体的実行策としてグロス
ぺの活動を企画実施してきた。

Ⅶ．正課・課外国際共修の意義と可能性−内なる国際化と大学国際化の推進
　正課・課外国際共修は、上述の通り、海外で学ぶことのない学生を含め、全学生にグローバル
コンピテンスを育成するという「内なる国際化」において意義ある教育手段であり、さらに最大
限の有効活用が望まれる。今後は対面に加えて、COIL や図10のような課外国際共修へのオンラ
インの活用にも、創造的で大きな展開の可能性が期待される。
　一方、「内なる国際化」は、世界的な「大学国際化」の流れの中に位置づけられる。世界各地
で1980年代から本格化している「大学国際化」は、今では大学全体の組織と教職員を取り込む「包
括的国際化」（Comprehensive Internationalization：総合的な大学改革。対象は、教育・研究・
社会貢献、ガバナンス・マネジメント・人的財的資源のあらゆる範囲に及ぶ）へと洗練され、現
在国際化に成功している大学では、教育・研究・社会貢献・ガバナンス等の広い領域において国
際化マネジメントを進めているという（米澤2019, p.5, 24）。日本もスーパーグローバル大学創成
支援事業等の政策で、同様の方向性を推進している。
　このような「大学国際化」の中で捉えられる教育の国際化は、当然「海外で学ぶ」手法を教育
の全てと捉えない。欧州で始まった「内なる国際化」は、米国でも同様の問題意識17で、2003年
にアメリカ教育協会（ACE）が刊行した「Internationalizing the Campus A User's Guide」では、
国際的学習・異文化間学習には大学教育の全段階で一貫性のある国際化したカリキュラムが必要
だと述べ、各教育段階で考慮すべき点を詳述している（Green and Olson, 2003, p.57-68）。また、
豪州では「Internationalization of the Curriculum in Action」プロジェクトでカリキュラムの国
際化18が進められており、これは、あらゆる学術専門領域の教育に国際的・異文化的側面を取り
入れることで、学生の異文化に対する感度を高めつつ、全体的な教育の質的向上を目指すという

（米澤2019. p.15）。
　高い多様性の中で相互に深く依存する社会・経済・自然環境システムに生きる我々には、切迫

17 米国では、大学在学中に海外での学習を経験する学生は全体の10%、多くが１ヶ月以下である（Green and 
Olson 2003, p.57）
18 「『国際的、文化間的、またグローバル的側面をカリキュラムの内容及び教育プログラムの学習成果、評価活動、
教授手法、そして支援サービスに組み入れること』と定義される」（米澤2019, p.15）
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した地球的課題の解決や、異文化にある他者と共によりよく生きる世界を求めて、適切に行動で
きるグローバルコンピテンスが求められる。このコンピテンスを、正課では共通教育の教養教育
科目やグローバル教育科目だけで扱うものとせず、大学教育全体として、共通教育から専門科目
や大学院科目まで一貫したカリキュラムの中で意識化し、各教育段階で育成できる / すべき能力
を意図的に配置し、継続的な視点で計画的に育成するという上記の米国や豪州の動きの観点を共
通認識とすることは、極度に困難だが、重要な課題だと言わざるを得ない。
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The Past, the Present, and the Future of the Global Language Space
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In this paper, an introduction and summary of the goals and activities over the past ９ years 
of the Global Language Space including Extracurricular Intercultural Collaborative Learning 

（EICL） to all students of the university are given, and the results and problems are discussed. 
The major result was that we were able to broadly provide the opportunity to increase 
interest in matters concerning the development of global competence with a large number of 
students participating. Additionally, an outline of “Internationalization at Home （IaH）” which is 
the ideology behind EICL activities is provided, and the educational value of EICL is validated. 
Furthermore, the possibilities and value of Curricular and EICL as well as the relationship 
between IaH and the internationalization of the university are confirmed and considered.


